
自匮৴合会をはगめとする市ড়卄体
や事勰等でଡ成される「ごみ減と
ৱ౺再匏用推進会৮」とপஸ市では、
食品ロス削減に向けた取り組みとして
「3010運動」を進めています。

この運動は、宴席の場において、乾
杯後の30分は自席で食事を楽しみ、お
開きの10分前には自席に戻って食事を
食べきることを推奨するもので、食べ
残し（＝食品ロス）を削減するという
ものです。

市のホームページで「3010」と匴ด
いただくと、「3010運動」のチラシや、
店舗等でご使用いただける卓上三角柱
POPがダウンロードできます。

ぜひ、ご活用ください。

１ まずは「食べきり」を促進しましょう。

● お客さまの食べ残しは、廃棄することになり飲食店にとっても損失となる
ものです。食べきっていただくように厄৶をলすॱイングや、客ಽに厸ग
た工夫をしましょう。

● お客さまが食事の৹ତや৭උができるように、小ాりや小分けの叏品を
メニューに採用しましょう。

● 宴会等、পの食事を厜厵する匶には、食べ残しが生しないようୌ事さ
んと食事やメニューをৼしましょう。

● 宴会等において、お客さまが食べきったらサービス券を配布するなど、食
べきりを誘導するのも方法の一つです。
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3010運動で
食べきりを推進！

さんまるいちまる



２ 食べଋし厄৶の「持ち帰り」は店卷の參印ऩ囲で。
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● 持ち帰りを認めることができるお店は、「ドギーバッグあります」「持ち
帰りをご希望の方は店員にお声かけください」とお客さまが分かるよう掲示
しましょう。

● 持ち帰りには十分加熱された食品を提供し、ඵମなどの生ものや博生など
加熱が勘十分な厄৶は、希望からの勥望があっても厸गないようにしま
しょう。
※※※※持ち帰り可能なメニューに「持ち帰りできます」と書くのも工夫です。持ち帰り可能なメニューに「持ち帰りできます」と書くのも工夫です。持ち帰り可能なメニューに「持ち帰りできます」と書くのも工夫です。持ち帰り可能なメニューに「持ち帰りできます」と書くのも工夫です。

● お客さまが用意されたドギーバッグは衛生面の確認ができないため、ド
ギーバッグは店側で用意し、衛生的に保管しておきましょう。
※※※※ドギーバッグの提供は無料・有料どちらでも結構です。オリジナルデザインのドギーバッグの提供は無料・有料どちらでも結構です。オリジナルデザインのドギーバッグの提供は無料・有料どちらでも結構です。オリジナルデザインのドギーバッグの提供は無料・有料どちらでも結構です。オリジナルデザインの

容器や環境にやさしい有機材質の容器を使うなど、店のＰＲに役立てている例も容器や環境にやさしい有機材質の容器を使うなど、店のＰＲに役立てている例も容器や環境にやさしい有機材質の容器を使うなど、店のＰＲに役立てている例も容器や環境にやさしい有機材質の容器を使うなど、店のＰＲに役立てている例も

あります。あります。あります。あります。

● 勭勴ആが高い時は持ち帰りを೬厙するか、保ഐදを提供しましょう。

飲食店ಉで卖され、包ৎ、ଞആに厒かれた厄৶は、卖すएの
叔ଙの厄৶と发ຎし、食中毒リスクがৈまります。食べଋし厄৶の持ち
帰りを卉める؞卉めऩいは、店卷の參印ऩ囲でষいましょう。
※※※※大津市は、厄৶の持ち帰りそのものを推奨しているのではありません。

DOGGYBAG（ドギーバッグ）とは？
「犬（ドッグ）のために持ち帰る」という建前で、お店で食べ

残した厄৶を൵めて持ち帰るための容器のことです。
主にアメリカで広まり、「To-Go Box」とも言われています。
卟すると「犬のための容器」ですが、厄৶の中に

は犬の体に合わない食材もあります。
お店から持ち帰った厄৶は、犬に食べさせることな

く、自ら食べるようお客さまにお伝えください。



３ 持ち帰りを希望するお客さまへの対応
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● 持ち帰りを希望するお客さまには、食中毒等のリスクや取扱方法等、衛生
上の注意事項（☆）を十分に説明しましょう。

● 清潔な容器に、清潔な箸などを使って入れましょう。新しい箸を提供する、
店員が取り分けるなど、店内でルールを決めておきましょう。

● 匍分はできるだけ卲り、残った食品がଫくഐえるように容器に小分けしま
しょう。

● जの、厄৶の取り扱いについて、注意危き（☆）をえるなど、食中毒
の予防をするための工夫をしましょう。

お客様へのହ事ඨृ注意危きಉのٱ
・ 食べ残し厄৶の持ち帰りは自ഞி厃の೧でষうこと
・ 持ち帰りは、ඵମなどの生ものや博生など加熱が勘十分なものはೂけ、

帰୧後に加熱が參印なものにし、食べきれるを卛えてষうこと
・ 自ら厄৶を൵める場合は、ুを清潔にຸってから、清潔な容器に、清潔

な箸などを使って入れること。また、匍分はできるだけ卲り、ଫくഐえる
ように容器に小分けすること

・ 厄৶はかい勰に厒かないこと
・ 時間が経過することにより、食中毒のリスクが高まるので、寄り道をし

ないこと。また、帰୧までに時間がかかる場合は、持ち帰りはやめること
・ 持ち帰った厄৶は帰୧後できるだけசやかに食べること
・ 中心部まで十分に再加熱してから食べること
・ 少しでも怪しいと思ったら、口に入れないこと

ご注意
本ガイドや国のガイドライン「飲食店等における「食べ残し」対策に

取り組िに勠たっての意事項」にజっていても食中毒を৸に防ऑる
わけではありません。

ドギーバッグ使用ガイド 発行 ：大津市（環境部廃棄物減量推進課・ 健康保険部保健所衛生課）

ドギーバッグの取り組みに関するお問い合わせ先 পஸ市୭部廃棄匵減推進ୖ
☎ 077-528-2802 FAX 077-523-2423 E-mail otsu1703@city.otsu.lg.jp



ドギーバッグ使用ガイド

＜飲食店の皆さまへ＞
大津市では、事業所における食品ロス削減の取り組みの一環として、正しい

ドギーバッグ使用を推奨する運動を進めています。
ドギーバッグは、食べଋした厄৶を持ち帰るための卣ஓのことで、この取り

組みは、ＳＤＧｓ（下記参照）に示された「2030ফまでに匒化৸৬の一য勠た
りの食品廃棄物の半減」に寄与するものです。
しかし、食中毒のリスクが伴うことから、厄৶の持ち帰りそのものを推奨し

ているのではありません。正しいドギーバッグ使用とは、それでもお客様が希
望されるৃ়の、食中毒リスクを厮ऩく೪इるためのి卲ऩ持ち帰り্১のこ
とです。
このガイドは、বのঢ়厂匚厘が勗勖した意事ඨ（※※※※）に基づき、飲食店に

おける注意勷をまとめたものです。মະ຺をご৶卆の、ご匞ৡいただける
囲で正しくドギーバッグをご使用いただきますよう、お願いいたします。

※飲食店等における「食べ残し」対策に取り組िに勠たっての意事項
（平成29ফ5月16日公表 厔厘、匍勩匚、୭匚、ௐ生ௌ௮匚）
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SDGsSDGsSDGsSDGsとはとはとはとは？？？？ 世界のリーダーが2015年9月の国連サミットで採択した
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に掲げられた
17の「持続可能な開発目標」のことで、SUSTAINABLE 
DEVELOPMENT GOALSを略し「SDGs（エスディージー
ズ）」と呼ばれています。

このうち、12番のゴール（目標）である「持続可能な生産
消費形態の確保」には、「2030年までに世界全体の一人当た
りの食品廃棄物の半減」が掲げられており、食品ロス削減は世
界の国々が取り組む約束となっています。

大津市では、SDGsを契機とした取り組みを進めています。

大津市は正しいドギーバッグ使用を推奨します。


